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早稲田大学演劇博物館（エンパク）



演劇博物館の概要

創立1928年（昭和3年） 坪内逍遙

アジアで唯一/世界有数の
演劇映像専門博物館

百万点におよぶ多種多様な収蔵品

充実したデジタルアーカイブ・コレクション



演劇博物館デジタルアーカイブコレクション
早稲田大学文化資源データベースへと発展



演劇博物館
デジタルアーカイブ・コレクション

【演劇＝総合芸術】
演劇に関わるあらゆる資料を収集対象とする

１．早い取り組み
・1997年 浮世絵の画像検索システムを公開
・2001年 Wikipediaと同じ年に公開

２．情報量と多様性
・公開目録数：854,286件
・年間アクセス数:約150万(2018年度)
・多彩なコンテンツ：画像・音声、高精細、3D
・役者絵データベース：世界有数
・精緻な目録情報：各種研究事業と連携



演劇資料とは？
• 演劇資料は多種多様。

• 紙媒体：歌舞伎台帳、浄瑠璃本、古書、図
書、雑誌、台本、脚本、自筆原稿、草稿、チ
ラシ、ポスター、写真、書簡、日記、電報、広
報誌、切り抜き、メモ、etc.

• 上演関係：衣装、靴、装身具、小道具、仮面、
模型、設計図、etc.

• 映像・音源：SP・LPレコード、カセットテープ、
VHS、8mm、CD、etc.

• その他：人形、鏡台、トロフィー、大入り袋、etc.



ジャパンサーチとの連携

◆３種類のDB（計554データ）
〇3D データベース ：107データ

（2019/3/8連携）

〇演劇博物館名品セレクション：
175データ （2019/3/8連携）

〇企画展『演劇人 坪内逍遙』
データベース：272データ

（2020/7/10連携）

◆今後、浮世絵、演劇上演記録、映画
館プログラム、幻燈などを連携予定。



ジャパンサーチとの連携
TOPページ下方→連携機関2ページ目→演劇博物館



能面「小面」を横断検索！



3Dデータの公開：光源と背景色
３Dプリンターによる再現可能性：災害対応など



デジタルデータの利活用に向けて
河鍋暁斎画「新富座妖怪引幕」（1880）



河鍋暁斎画「新富座妖怪引幕」（1880）
現物は17m×4mの歌舞伎幕

大英博物館での展示、2019年



妖怪引幕アニメーション（短縮版）



ジャパンサーチの意義

◆博物館を社会に開いていくこと：
• 資料の専有から共有へ。所有からシェアへ。

• 「知的資産のシェアと利活用により新たな価値を創
生する社会基盤としての デジタルアーカイブジャパン
（デジタルアーカイブ社会の実現）を推進」

◆現物主義から複製の利活用への可能性

◆横断検索による新たな出会いの可能性

◆フラットな集合体
→博物資料や文化財を「あそぶ」。

→新たな価値の付与。


